
公益社団法人愛知県理学療法士学会役員選挙 

 

 

 ■役員選挙立候補受付の結果■ 
 

○公益社団法人愛知県理学療法士会 理事立候補者：11名（定数 9名） 

※定数を超えたため、選挙規定、選挙実施要綱に従い候補者の公表と投票が行われます。 

 

○公益社団法人愛知県理学療法士会 監事立候補者：0名（定数 2名） 

※定数内のため、選挙規定、選挙実施要綱に従い選挙は行われません。 

 

 

 

■役員選挙投票実施のお知らせ■ 
今年度役員選挙にて公益社団法人愛知県理学療法士会 理事立候補者投票が行われます 

 

 投票期間： 2025年 3 月 3日（月）正午～2025年 3月 16日（日）正午 

 
 

 

 

■■■今後の選挙スケジュール（理事・監事選挙実施要綱より一部抜粋）■■■ 

●立候補者の氏名や趣旨の告示については，2025年 2月 24日（月）を目処に 

専用 WEB ページ上に掲載する。 

●選挙運動期間：立候補者公表日～2025年 3月 15日（土） 

●投票期間 ：2025年 3月 3日（月）正午～2025年 3月 16日（日）正午 

●開票日  ：2023年 3月 16日（日）13 時 00分～ 

●選挙結果 ：2023年 3月 17日（月）ホームページ上で発表 

 

●愛知県理学療法士会 Youtube チャンネルにて各候補者の選挙演説の動画配信予定 

※2/24 を目処に公開を予定しています。 

愛知県理学療法士会 HP から閲覧可能です。 

 

 

問い合わせ先 

公益社団法人 愛知県理学療法士会 

特定非営利活動法人 愛知県理学療法学会 

選挙管理委員会 委員長 山口 裕一  

E-mail: senkyo@pt-aichi.jp 

mailto:senkyo@pt-aichi.jp


 

 

マイページからの選挙サイトへのログイン方法 

 

 

【手順】 

1. マイページにてメニューの「選挙サイト」を選択すると選挙画面が表示されます。 

2. 愛知県理学療法士会選挙の下にある「選挙サイトへ」を選択する。 

3. 選挙サイトの i-voteへログインし選挙関連の操作が可能となります。 

i-voteでのログイン IDやパスワードはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会員各位 

令和 7年 2月 24日 

 

公益社団法人愛知県理学療法士会  

選挙管理委員会 委員長 山口裕一 

 

公益社団法人愛知県理学療法士会 役員選挙公報 

 

 

公益社団法人愛知県理学療法士会定款に基づき役員の受付を行いました。その結果、理事候補者数が

定数を超えたため、公益社団法人愛知県理学療法士会選挙に関する規定に則り、理事候補者の投票を実

施いたします。なお、監事候補者の立候補はありませんでした。 

以下に、選挙結果および立候補の趣旨を掲載いたします。 

 

記 

理事候補者 

（定数 9名 候補者 11名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監事 候補者 

（定数 2名 候補者 0名）  

立候補順位 立候補者氏名 

1 沼倉 功 

2 三宅 わか子 

3 青木 一樹 

4 野々垣 聡 

5 宮嵜 友和 

6 池野 倫弘 

7 平野 明日香 

8 都築 晃 

9 嶋津 誠一郎 

10 後藤 靖昇 

11 飯田 博己 



氏名

勤務先名

沼倉　功

星城大学リハビリテーション
学院

我々は、医学的リハビリテーションにおける「理学療法」を実施する専門職であるのは言
うまでもありません。よって日本社会の中で、より理学療法士が信頼され、期待される職
種として地位を確立させていくためには、さらなる専門職（技術職）としての臨床実践能
力の向上が極めて重要であると言えます。そのためにも、２０２６年に日本理学療法士協
会が６０周年を迎える今こそ、理学療法の原点に立ち返り、治療職種としての地位確立が
必須であると考えております。
私の今までの臨床や教育現場での経験、さらには日本理学療法士協会、愛知県理学療法士
会での活動経験を活かし、会員皆様の理学療法士としての声を、愛知県民、ひいては日本
国民に届ける役割を担うため、今回理事選挙に立候補させていただきました。
微力ではございますが、本会の発展と皆様の社会的地位向上のため職能団体としての職務
に尽力いたす所存でございますので、宜しくお願い申し上げます。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

三宅　わか子

星城大学リハビリテーション
学院

この度公益社団法人愛知県理学療法士会の理事に立候補いたします三宅わか子です。
愛知県理学療法士会は２０１４年に公益社団法人に移行し、理学療法士の学術技能・
人財育成に力を入れ、地域包括の構築から地域共生社会の実現、全世代型の社会
保障に至るまで、県民の社会生活の向上のために、多岐に渡る活動をしています。
代表理事に就任してからの２年間は、多様性のある職域拡大と理学療法士の処遇
改善を目的に加え、士会組織の透明化と更なる活性化を図るため、士会の理念に
「いつでもどこでも自分らしい暮らしを実現する役割を果たす」を掲げ、
自身のスローガンを「Ｗｉｔｈの精神：～と共に。活かそう個性、創ろう良きチームを」
として組織運営に携わって参りました。
引き続き会員の皆さまと共に実りある士会組織づくりと事業運営に、精一杯尽力
することをお約束いたします。ご支援のほどどうぞよろしくお願いいたします。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

青木　一樹

㈱ｇｅｎｅ

この度、愛知県理学療法士会　役員選挙に立候補しました、青木一樹と申します。
時代の変化とともに、内外から当士会に求められる役割の変化を強く感じております。そ
の中で、今後の活動に向けて何をプラグに置き予算編成を行うかが非常に重要となりま
す。
まずは、当士会の部員の皆さまが行っている見えない活動を見える化し、いわゆるプロボ
ノ的な活動をなくすことです。現在は事業準備にかかるコスト（時間や対価）に関して不
確かな部分があると感じております。見えていない活動をしっかりと表に出し全体を把握
し、その対価を出す体制を整備することが、部員の皆さまのキャリアの一助となること、
士会活動の継続可能性高めることおよび会員の皆さまや社会に対してより良い活動になる
基盤になると考えております。
一人でも多く、会員の皆さまとの対話の機会をいただきながら積極的に行動をしていく所
存でございます。
何卒よろしくお願い申し上げます。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

野々垣　聡

愛知県青い鳥医療療育セン
ター

　この２年間、社会局局長、職能局副局長として士会活動に従事して参りました。社会
局は理学療法の知識を活用し、県民の健康増進を目指す部局と考えています。これまで
「いきいき生活フェスタ」、各種競技のサポート、チャレンジドフェアなどをおこなって
参りました。一方、職能局は、会員の知識・技術の向上や会員間ネットワークの構築
を支援する部局と考えます。従来の管理者ネットワークに加え、近年は小児理学療法士
の交流会を開催し、小児分野のネットワーク作りも進めています。

　また、昨年開始された認定スクールトレーナー制度では、学校現場での理学療法士の
活躍が期待されています。当県士会においても、子どもの健康障害の二極化（運動不足と
過剰な運動）に対応するための準備を進めていきます。

　今後とも、みなさまのお役に立つ取り組みを継続していきたいと存じますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

宮嵜　友和

木村病院

私はこれまで理事として、職能に関する専門性向上のための研修会や情報発信を行うと共
に、分野ごとのネットワーク作りにより情報交換できる環境の構築を進めてきました。ま
た、組織・事業を検討する委員会において組織体制や運営に関する課題を検討してきまし
た。今後の愛知県理学療法士会の重点課題は、①理学療法士の資質向上（生涯学習システ
ムの活用推進）、②地域の特性に応じた理学療法士の活躍（支部・地区支部の活動の推
進）、③各委託事業への対応と拡大、④アジア競技大会の運営参加、⑤事務局機能の強
化、と考えています。理事として、地区支部の研修会や症例検討会に参加し意見交換を行
うことや養成校に出向いて学生に県士会の活動を紹介することなど、会員の皆様との接点
を増やしていきたいと考えています。皆様のご意見に向き合い、県士会活動の改善と発展
に向けて真摯に取り組んでいく所存です。何卒よろしくお願い申し上げます。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

池野　倫弘

有限会社ＲＫ　てっく訪問看
護ステーション

「それ、理学療法士会がやってるよ！」

　ＰＴの知識・技術を深めたい、研究をしてみたい、職場以外のＰＴの話を聞きたい、他
領域のＰＴを知りたい、診療報酬について学びたい、臨床実習の指導が不安、近隣の
ＰＴと知り合いたい、海外でも活躍できるＰＴになりたい、ＰＴとしてスポーツ・パラス
ポーツに関わってみたい、福祉用具について学びたい、管理業務を学びたい、同領域の
他の病院がやっている事に興味がある、職場をもっと働きやすくしたい、管理職の悩みを
共有したい、退職後もＰＴの知識を活かしたい、災害ボランティアに協力したい、他職種
の事を知りたい、地域の活動に貢献したい、世の中にもっとＰＴを知ってほしい、ＰＴの
社会的地位をもっと向上させたい、職場以外でもＰＴの知識を活かしたい。

　年齢、所属、経験によって理学療法士としての関心事は変わっていきます。
　６，０００名の会員皆さんにいつまでも活かしていただける会を目指します。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

平野　明日香

藤田医科大学病院

　
　本会では２０２１年より医療保険業務部の部長を拝命し、医療保険制度の正しい理解と
普及を通じて、より良い医療の提供を目的に活動をして参りました。また日々の臨床業務
の中で、理学療法士の施設間の情報共有や多職種連携の重要性を実感してきました。そこ
で、士会活動を通じて愛知県における施設間、他の医療専門職団体間の連携強化が図るこ
とができれば、更に質の高い医療の実践ができるのではないかと考えるようになってきま
した。さまざまな人を結び、繋げることで会員の利益を守り、会員間の連携強化を成し遂
げたいと考え、この度初めて理事に立候補いたしました。
　
　士会の運営としては若輩者ではございますが、愛知県下で理学療法を受ける対象者、会
員の皆様の声に耳を傾けながら尽力する所存でございます。何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

都築　晃

藤田医科大学保健衛生学部

５期１０年にわたり理事職、うち１期２年副代表理事の職を預からせていただき、主に地
域包括ケアにおいて県庁・他職能団体との協議や支部事業を中心に多くの会員の皆様のご
協力とご支援を拝し心より感謝申し上げます。
今後は、多様化する価値観・働き方・分野に挑戦される会員諸氏をご支援させていただく
体制作り、必要な事業・情報・ネットワークの見える化、若い会員が未来を選択できる持
続可能な士会組織作りを通して、地域共生社会の実現と住民一人ひとりのウェルビーイン
グに貢献したいと考えております。
そのためには、幅広い年代・経験・専門性・視野を持ち合わせる士会員の皆様お一人おひ
とりの業務や活動現場のお声を聴き、お支えすることが大切だと考えます。
加速する時代変化の中で複雑・多様化する医療・介護・福祉・教育・地域・政策・社会の
課題解決に向けて「県理学療法士会組織の専門性と価値」にて微力ながらお手伝いをした
いと考えています。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

嶋津　誠一郎

医療法人あらかわ医院

私は災害対策部として士会活動に関わってまいりました。
熊本地震、能登半島地震でのロジスティック支援での経験を基に、災害時の支援体制、
受援体制の整備に尽力したいと考え、今回の理事選に立候補いたしました。
災害支援の基本は「自助・共助」です。災害リハビリテーションは発災直後
から復興期にかけてすべてのフェーズで活躍が期待されています。
私たちは、公益社団法人として理学療法を通じて愛知県民の健康を守る
ことが求められます。
支部局機能を通じて、会員の顔の見える関係性の更なる強化や拡大を図り、
平時・有事においても県民をはじめ、行政、他団体から求められる、社会に
貢献できる職能団体を目指し、少しでも尽力できればと考えています。
よろしくお願いいたします。

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

後藤　靖昇

三好ヶ丘整形外科

後藤靖昇、理事選挙に立候補しました！
回復期から生活期までリハビリに携わり、「もっと動ける」「もっと良くなる」と実感で
きる瞬間を大切にしてきました。アナトミートレイン・筋膜リリース・関節モビライゼー
ションに加え、ヨガインストラクターやＮＡＳＭトレーナー資格を活かし、即時効果を実
感できる施術を提供しています。
また、自費治療院を運営し、ＷＥＢサイトを通じて理学療法士の可能性を広げる活動も続
けています。「理学療法士の価値を高めること」をテーマに、最新の知見を取り入れ、革
新的なアプローチを実践・発信してきました。
協会では、講習会情報の検索性向上や手続きの簡素化など、ウェブサイトの利便性を改善
し、学びやすい環境を整えます。理学療法士が誇れる未来を創るため、全力で取り組みま
す。
あなたの一票が、この変化を生み出します！

 立候補の趣旨



氏名

勤務先名

飯田　博己

愛知医科大学病院

２０２３年度より愛知県理学療法士会理事として、県民の方々への事業を担う社会局の活
動や長年にわたりご尽力された先輩方の功労を称える各表彰の候補者選考に携わってまい
りました。また現在は、２０２６年に開催が迫る愛知・名古屋でのアジア・アジアパラ競
技大会へ理学療法士が支援に関わるための準備を進めております。スポーツをきっかけに
理学療法士となったものの、職場環境によってスポーツとの関わりが希薄になってしまう
方も少なくありません。この大会を通じて、より多くの士会員の皆様にご協力いただける
よう調整を図ってまいります。しかし、大会はあくまでもきっかけの一つであり、それだ
けに限らず、子どもたちや愛好者、障がい者をひろく含めた取り組みが必要です。様々な
場面を対象としたスポーツを通した支援の在り方を考え、創出していくことに尽力いたし
ます。引き続きご支援をよろしくお願い申し上げます。

 立候補の趣旨


	令和7年度選挙投票のお知らせ
	役員選挙公報（公社）修正

